
「健康スポーツライフ杉並プラン」指標の推移等について

「区民のスポーツ・運動の実施状況」

「健康スポーツライフ杉並プランに基づく取組状況」

＜取組の概要等＞

　

健康スポーツライフ杉並
将来像 ： 始める 続ける 広がる スポーツを通した絆のあるまち

目標１：こどもが日々元気に体を動かしている
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指標：運動やスポーツを習慣的にしている子どもの割合（東京都）

「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査」

※2020(調査実施は2021)は新型コロナウイルス対策の影響で調査未実施

（調査年度）

【子ども（１８歳未満）を対象とした取組】

Ⅰ 子どものスポーツ・運動・遊びの推進

次世代を担う子どもの体力や運動量が低下している、運動する・しないの二極化が進んでいるなどの課

題がある中、下記のような取組により、子どものスポーツ・運動機会の充実や質の向上、さらには、子ども

のスポーツ・運動への関わりを通した保護者の意識啓発に取り組んでいます。

子どものスポーツ・運動・遊びの推進の指標としている東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習

慣等調査の「運動やスポーツを習慣的にしている子どもの割合」は、2021年度の目標を85%で設定しました。

近年、その値は、概ね75％前後で推移しています。
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【区民のスポーツ・運動に関するアンケート調査】
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取組の状況

区は、2013年（平成25年）にスポーツ基本法で定められる地方スポーツ推進計画にあたる「健康スポーツライフ杉並プラン」を策定し、区民が生涯にわたってス

ポーツ・運動に親しみ、健康で豊かな生活を送ることを目指して、「始める 続ける 広がる スポーツを通した絆のあるまち」を将来像（ビジョン）として、各種の取

組を実施してきました。

2018年（平成30年）には、これまでの取組を通した成果と課題、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催をはじめとしたスポーツを取り巻く社会状況

の変化などを踏まえ、新たな柱として「大会に向けたアクション＆レガシー」を加えるとともに、フレイル（虚弱）予防の取組や多様なビーチプログラム展開を加え

るなどの計画改定を行いました。

この計画改定に当たり調査した「区民のスポーツ・運動に関するアンケート調査」と同計画に基づく指標の推移は以下の通りです。

この間、「無関心タイプ」及び「実行間近タイプ」が減少する一方、「ときどきタイプ」「継続タイプ」が増加しています。

資料２

指標の推移



＜取組の概要等＞

目標２：大人のスポーツ・運動への関心が高い

22.6% 21.6%

19.2%

21.7%

21.2%

24.0%

20.2%

20.6%

17.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
（調査年度）

指標：無関心タイプの割合
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目標３：大人が週１回以上スポーツ・運動をしている

目標４：自分が健康であると感じている
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目標５：スポーツ・運動を支え合う多様なつながりがある

指標：成人の週１回以上のスポーツ・運動の実施率
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指標：健康であると感じている人の割合
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指標：スポーツボランティア活動をした人の割合
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【大人（１８歳以上）を対象とした取組】

より多くの区民がスポーツ・運動に関心を持ち、健康で豊かな生活を実現するためには、スポーツ・運動

がより身近になることが重要です。

そこで、一人ひとりの行動や意識の違いによりステージを【Ａ無関心タイプ】、【Ｂ実行間近タイプ】、【Ｃとき

どきタイプ】、【Ｄ継続タイプ】に分けそれぞれのタイプに対して、効果的な取組を行い、段階的に【Ｄ継続タイ

プ】に向けて段階的に移行するよう支援しています。

また、誰もが気軽にスポーツ・運動に取り組むため、地域体育館の機能充実や学校施設・公園などのス

ポーツ・運動への活用を図るとともに、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とし、スポー

ツ・運動への区民の興味・関心を高める取組を進めています。

【Ａ 無関心タイプへの主な取組】

スポーツ・運動に関心が低い人やスポーツ・運動の機会が少ない人に対して、以下の通り多角的な角度

からスポーツ・運動の価値を伝えるため、スポーツ・運動への意識啓発に取り組んでいます。

【Ｂ 実行間近タイプへの主な取組】

スポーツ・運動に関心があるが、第一歩が踏み出せない人に対して以下のとおり、様々なスタイルでス

ポーツ・運動を開始するための支援に取り組んでいます。

【Ｃ ときどきタイプへの主な取組】

スポーツ・運動を実施しているが、継続していない人に対して、以下のとおり、それぞれの状況に合わせ

た機会の提供・情報提供など、いつでもどこでもスポーツが行える支援に取り組んでいます。

【Ｄ 継続タイプへの主な取組】

定期的にスポーツ運動をしている人に対して、以下のとおりスポーツ・運動による仲間づくりや地域づくり、

指導者やボランティアとしての活躍の場を広げる推進役となり、地域におけるスポーツ・運動を「始める」

「続ける」ための好循環が促進するよう取り組んでいます。

各指標の数値は区民意向調査によるものです。なお、2020年度の調査は7月に行いましたが、新型コロ

ナウイルス感染対策等のため、勤労者の在宅勤務等や休業等による影響を受けていると考えられます。

○目標２：大人のスポーツ・運動の関心の高さの指標としているスポーツ・運動への無関心タイプの割合に

は、計画最終年度の目標を15%としました。各調査年度の値は上下動はあるものの、全体として

は、ゆるやかな減少傾向です。

○目標３：大人が週1回以上スポーツ・運動の実施率は、計画最終年度の目標を50%としました。各調査年

度の値は上下動はあるものの2019年までは、緩やかな上昇傾向です。2020年調査の58%につい

ては、在宅勤務等や休業により、生活の場がより家庭や地域にあったことが影響が影響している

と考えます。

○目標４：健康であると感じている人の割合は、計画最終年度の目標を90%としました。その値は、近年は

概ね85%前後で推移しています。

○目標５：スポーツボランティア活動をした人の割合は計画最終年度の目標を25%に設定しましたが、その

率は2012年からほぼ横ばいとなっています。

取組の状況

指標の推移


